2017年6月3日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第1章20～31節
・引用：第6章32節、第4章28節
　前回はsame-sightedness(平等視/同等視)の一例として、聖者のシャラッドにも泥棒のアムザールにも同じように接したホーリー・マザーのエピソードを紹介しました。

良い息子と悪い息子、二人の息子を持つ母親は、彼らを平等に扱い区別することはない
というベンガル語の歌があります。

ホーリー・マザーは宇宙の母なので子供たちを区別はせず、悪い息子、困った子供には、なおさら手を差し伸べようとします。

前回引用した第6章29節、

また本当に真理を覚り、あらゆるものを同等に視るヨーギーは、万物の中に自己を見、自己の中に万物を見る。//6-29
における　サマ・ダルシャナハ(sama-darshanah：あらゆるものを同等に視る)は『バガヴァッド・ギーター』の中でもとても重要なアイデアである、と言いました。
ですがここでひとつ議論があります。

水は神なり　(Apah Narayanah：アーパハ　ナーラヤナハ)
という平等視を象徴するサンスクリットの表現があります。(Apa:水　　Narayana:神) 
しかし同じ水でも、我々は飲料水、洗濯用の水、食器を洗う水、トイレを流す水、それぞれの用途で水を区別するのではないでしょうか？
シュリ・ラーマクリシュナが語った、
獰猛な虎の中にも確かに神はいるが、だからと言ってその虎をハグしたら食べられてしまう
というとても有名な言葉があります。
動物の中でも、雌牛やペットになる犬猫などと、熊や虎や蛇などとを我々は区別しているはずです。
すべての生き物の中に神が存在する
(ヤットラジーヴァ　タットラシヴァ：Yatra Jeeva Tatra Shiva)

という言葉もありますが、現実問題としてどう対処すべきか、多くの人は悩みます。

この問題をどう解決したらよいのかについて、以前にも説明しましたが、聖典の中に二つのアイデアがあります。

①パラマーシカ(絶対的　paramarthika  は形容詞であり名詞は　paramartha)

②ビャボハーリカ(相対的　vyavaharika  は形容詞であり名詞は　vyavahara)

「すべての人の中に神はいるが、では悪い人とはどう付き合えばよいのか？」という多くの人が悩む問題について考える時に、とても重要な概念です。
悪人、危険な人、泥棒の中にも間違いなく神はいますが、我々は彼らを避けて近づかず、彼らの中の神には遠くから敬礼します。

求道者は二つの視点を持たなければならないのですが、そのひとつが パラマーシカ です。
パラマは「最高の/真理の/絶対の」という意味であり、求道者は絶対的な視点を持っていなければなりません。

同時に求道者は相対的(ビャボハーリカ)な視点も持ち合わせている必要があります。

相対的な視点とは、「人と人、物と物、人と物はそれぞれ違う」という見方であり、絶対的な視点ではすべてが神、すべてがシヴァ、すべてがブラフマン、すべてがアートマンですが、相対的な視点からは異なって見えるのです。
我々は外から見れば、名前、容姿、職業、性格、それぞれが違うのであり、絶対的、相対的、両方の視点を持って振る舞いなさい、というのが聖典の教えです。
同等視(サマ・ダルシャナハ　sama-darshanah：same-sightedness)は重要ですが、この絶対的、相対的二つの視点がある、ということを知っておかないと混乱します。
聖典を学んでいる我々はこの二つの視点について理解していますが、普通の人はこれを知りません。

悪い人を避けるのは求道者も一般の人も同じです。ではどこが違うのでしょうか？

普通の人は悪い人を自分と区別して、彼らに対して憎しみ、嫌悪の感情を持ちます。
「自分は良い、彼らは悪い」と考え、憎しみの感情から悪い人を遠ざけます。

憎しみを持つのは良くありません。

いっぽう求道者は悪い人達の中にも神がいるのを知っているので、彼らを避けはしますが憎しみは持ちません。
キリスト教の有名な言葉「hate the sin not the sinner」(罪を憎んで罪人を憎まず)を実践するのは容易ではありません。
この言葉をより深い意味で理解するなら、「その人を憎まないだけでなく、その人の中に神を見なさい」ということです。
罪人、ホームレスの人達、自分が好きでない人達の中に神を見るのは難しいことです。

自分の好きな人の中に神を見るのは簡単です。

普通の人は、「人間の中には神がいるが、私が嫌いな人だけは中に悪魔がいる」と考えます。

すべての人の中には神がいるが、日常の生活においては避けたほうがよい人がいる、というのが重要なポインドです。

次は第6章32節を読んでください。
すべては我が身の上のこととして、他者の悲喜もわが悲喜なりと考え、あらゆる生物を自己と等しく見る人こそ、最高のヨーギーなのだ。アルジュナよ』と。//6-32

この節が興味深いのは、ヨーギの中にもレベルがあるということを言っているからです。

サマーディを経験して戻ってきたヨーギはサマーディスタと呼ばれますが、彼らの中にも違いがあるということです。それは何を基準として区別するのか、この節に書かれています。
皆さんは 二重基準(ダブルスタンダード:Double Standard) という言葉を知っていますか？

自分のための基準と他者に適用する基準とが違っている、という意味です。

とても良く使われる ダブルスタンダード という英語ですが、この点で聖者と我々は大きく違います。

人は自分が愛している人とそうでない人とでは、別々の基準で対応します。
母親は自分の子供たちに対しては二重基準ではなく、平等に愛します。

しかしその母親も自分の子供と他人の子供とを同等に扱うことはなく、その意味では二重基準です。
一般の人は兄弟と他人、友人とそうでない人に対しても区別をしており、二重基準は良くないのですが、あまり気にしません。そしてそれが普通です。

今は一般の人のことについて言いましたが、ヨーギにはより高い性質が要求されます。
英語に次のような表現があります。

 自分が人からしてほしいことを、他の人にもしてあげなさい
パラマハンサはサマーディから戻ってきた人のことであり、シュリ・ラーマクリシュナもパラマハンサですが、そのパラマハンサには二つの種類があります。
ギャーニ・パラマハンサ(Jnani Paramahamsa:知識のパラマハンサ)
プレミ・パラマハンサ(Premi Paramahamsa:愛のパラマハンサ)
ギャーニ・パラマハンサは普通のパラマハンサで、サマーディの知識を持っています。
プレミ・パラマハンサは他者への愛を持ったパラマハンサです。
ギャーニ・パラマハンサは悟って至福を経験し、それで十分だと考えます。

プレミ・パラマハンサは悟っただけで十分とは考えず、その喜びを皆に分かちたいと考えます。

今インドではマンゴーのシーズンですが、日本でも宮崎マンゴーは有名です。
高価なマンゴーをある人は自分一人で全部食べ、またある人は自分は少しだけ食べて残りを他の人に分け与えます。

前者がギャーニ・パラマハンサ、後者がプレミ・パラマハンサです。

釈迦やシュリ・ラーマクリシュナ、イエスはプレミ・パラマハンサです。

この節では、　

「私の考えでは、プレミ・パラマハンサが最も高いレベルのヨーギである」　

とクリシュナは言っています。

自分の身内が病気やその他のトラブルを抱えている時、我々は助けたいと考えます。

先ほどの母と息子の例も同じです。

しかしその思いが、隣近所に住む他人や遠い親戚が困っている時にも、身内の時と同じく起るでしょうか？
自分に彼らを助ける力があっても、身内か身内でないか、仲間か仲間でないかによって区別します。『バガヴァッド・ギーター』は正反対のことを教えます。
「シュリ・クリシュナはアルジュナにヨーギのレベルについて語っているのだから、ヨーギでもパラマハンサでもない我々には関係ない」と考えるのは間違いです。
我々は我々のレベルでこの教えを実践すべきであり、そうでなければ学習の意味がありません。

自分の親族であってもなくても、仲間であってもなくても、できるだけ困った人を助けましょう。より深い本質的な例を挙げます。
皆さんが一番愛しているのは自分自身ではないでしょうか。

我々のからだはいろいろな部分から成り立っています。
手、足、顔、背中、胸、それぞれ別々の部分です。
我々はこれらの部分を区別して、たとえば足が痛んでも、「手ではないので関係ない」と言うでしょうか？　手が痛んでも足が痛んでも、同じように気にかけるはずです。
自分の体の各部分は別々でも、皆同じようにケアします。
「胸はケアするが背中は見えないのでケアしない」ということはありません。

同様に他者のことも自分のからだの一部であるかのように考えるべきなのです。
神は遍在なので、すべての生き物、すべてのものは皆同じひとつの存在からやって来て、またそこに戻るのです。別々に見えても本当は皆一緒です。

我々は皆ひとつの存在の一部分なので、他の部分が困っている時は助けるべきです。

先ほどの二重基準に関連して言うと、我々は他者を助けないだけでなく他者には、優しくしてほしい、助けてほしい、間違ったとしても許してほしい、と考えるのに、他者の過ちには厳しい態度を取ります。

聖書には、「神はあなた方がたくさん過ちを犯しても、それを許して愛している。だからあなた方も他の人に同じようにしなさい」というイエスの言葉があります。
ムハンマドも『コーラン』の中で、「あなたは人に助けてほしい、優しくしてほしいと思っているのだから、人にもそうしなさい」と述べています。

そうしないと二重基準になってしまいます。

ではそれを実践するにはどうすればいいのでしょうか？
以前パタンジャリ『ヨーガ・スートラ』でも、アヒンサー(非暴力)について説明しました。

アヒンサーの否定形の表現は、「傷つけることをしない」というとても狭く浅い意味です。
もっと深い意味は傷つけないことはもちろん、さらに「他者を愛する」ということです。

たとえば普通の人間には嫉妬心があります。

近所に住む人の収入が多く、生活水準が高く、有名だったりすると、それを妬みます。
親族に対しても嫉妬は起こります。

『ヨーガ・スートラ』に限らず、聖者たちは非暴力の実践のために、「他の人に良いことがあればそれを喜びなさい」と嫉妬とは正反対のことを教えます。
普通の人は遠い親戚が何かを成し遂げた時、本来は喜ばなければならないのに嫉妬します。
自分が嫌いな人が困っていると喜びますが、それは良くありません。
他人の持つ悪い性格は見ないで、批判もしないようにしましょう。

この態度の完璧な例がホーリー・マザーであり、我々とは正反対です。

信者たちはよく、「マザー、あの人は悪い人です」などと告げ口をしましたが、ホーリー・マザーはそれを無視しました。

我々は、「他人が私の良い性質だけを見て、欠点は見ないでほしい」と希望するのではないでしょうか？
それなのに他の人に対しては、我々はいつもその逆の態度を取ります。
内省してみてください。私の言葉は正しいでしょうか？

私の今の話が正しいと考えるなら、それは私の言葉ではなく、シュリ・クリシュナの言葉でありパタンジャリの言葉です。
このような(ホーリー・マザーのような)態度を実践することで、我々は徐々に改善されてゆき、良い人間、純粋な人間になります。
一足飛びに明日聖者になっている、などということはあり得ません。

振る舞いを変えることで、徐々に変化していくのです。

『バガヴァッド・ギーター』にはとても素晴らしい教えが書かれています。

この32節の サルヴァットラ(sarvatra) はとても重要です。

誰に対しても　 どこでも　 いつでも  　その人の喜び(スカム)を自分の喜び、その人の悲しみ(ドゥフカ)を自分の悲しみと考えるようにしなさい、
という教えです。
ある人についてだけ、ある時だけということではなく、例外はないのです。

とても実践することは難しいですが、これ以外に霊的に進歩するための方法はありません。

この教えを実践するに当たって、どのような霊的な視点を基礎にするか、ギャーニとバクタの二種類の方法あります。
ギャーニはすべての人の中に同じブラフマン、アートマンがあると考えます。

聖典を学び、僧侶の話を聞き、イエスの言葉、釈迦の言葉、ムハンマドの言葉、ラーマクリシュナの言葉を読んでも、それだけでは実践になりません。

知識のヨーガの実践者(ギャーニ)は、すべての人の中に同じブラフマン、アートマンがあると考えて霊的実践をします。

先ほどの、「からだにはいろいろな部分があるが、皆同じひとつのからだである」という考え方がこれです。
この考え方を拡張すると、「人間だけでなくすべての生き物はひとつである」ということになります。ギャーニはこの考え方を基礎にして同等視を実践します。
いっぽう信者(バクタ)には、イエス、釈迦、シヴァ、など自分が信仰する対象があります。

自分が心に決めた神をすべての人の中に見て他者に対して振る舞うことが、バクタにとっての同等視の実践です。

パンを食べる時、普通はバターを塗ります。

ある信者が庭で朝食のパンを食べていると、突然野良犬(インドにはよくいます)が現れパンを咥えて走り去りました。

その信者はバターを持って、「犬神様！　バターを塗らないと美味しくありませんよ！」と叫びながら野良犬の後を追いかけました。

これは『ラーマクリシュナの福音』の中にあるひとつの例です。

人間に対してだけでなく、動物も我々とひとつであると考えて同等視を実践するのです。
ホーリー・マザーの住んでいたジャイランバティーは田舎で、たくさんの牝牛がいました。
ある晩遅く、一頭の牝牛が突然大きな声を上げて鳴き始めました。

その声で目を覚ましたホーリー・マザーは雌牛のもとに行き、牝牛が何かの病気になっていることを理解しました。

ホーリー・マザーは雌牛のお腹をさすり続け、牝牛は次第に静かになっていきました。

普通の人も自分の息子や娘がこの雌牛のような状態であったら、すぐに何とかしようと思うでしょうが相手が動物なら、「明日どうするか考えよう」となるのではないでしょうか？

ホーリー・マザーはすぐに起きて、雌牛を見に行ったのです。

私は子供の頃はこの教えを知らなかったので、普通の子供がよくやるようにカエルに石をぶつけるなどして、動物をいじめたことがありました。

今になってこのことを物凄く後悔していますし、今なら絶対に出来ません。

僧侶である私は同等視を実践しなければなりません。

(同等視：アートマウパンミェーナ サルヴァットラ　atmaupanmyena sarvatra)
求道者のための実践の方法として、

・身内であるかないかに関わらず皆の中に同じブラフマン、アートマンが存在する

・皆の中に同じ神がいるので我々はすべて身内である
という二つの考え方を紹介しました。

では普通の我々にはこの理想を実践することがなぜ難しいのでしょうか？
前回も述べたように我々はプラクリティから出来ていて、その中のサットワ・ラジャス・タマスという別々のものの影響で、すべてをひとつであると見ることができないのです。

ひと言でマーヤーのせいだということもできますが、よりブレークダウンするならサットワ・ラジャス・タマス、が原因です。
我々は相対的(マーヤー/プラクリティ)な見方でものを見るので同等視が出来ないのであり、絶対的な見方(ブラフマン・アートマンの視点、または神の視点)で見るべきです。
絶対的な視点ですべてを平等に見るようにしましょう。

さてこれまで長い時間をかけて『バガヴァッド・ギーター』第4章のヤッギャーとの関連で、ヨーガ・ヤッギャーについて説明してきました。
最初はパタンジャリ『ヨーガ・スートラ』、それから『ヨーガ・スートラ』と『バガヴァッド・ギーター』を対比して説明しました。

『ヨーガ・スートラ』だけについても、二年以上説明してきました。
この部分を一冊の本にまとめるのもよいかもしれません。

出版されたら皆さんは買いたいと思いますか？

私は実践的な側面を強調してヨーガ・ヤッギャー、『ヨーガ・スートラ』、について説明してきました。

『ヨーガ・スートラ』に関する説明も含めて、ここインド大使館での私の『バガヴァッド・ギーター』講話は、すべてテキストになって協会のホームページにアップロードされているので、興味のある方は参照して下さい。
さて、ここまででヨーガ・ヤッギャーについての説明は終わります。

次に第4章のその他のヤッギャーについて説明します。

第4章28節を見てください。
さらには財産や苦行やヨーガの行を供物として捧げる人もいれば、自己を規制したり、厳しい誓いを立てたり、ヴェーダ聖典の学習の成果を供養したりする人もいる。//4-28

いくつかのヤッギャーについて書かれています。

ドラッヴィヤ・ヤッギャーは寄付や、人に物を贈ったりするヤッギャーです。

タポー・ヤッギャーは苦行をするヤッギャーです。

そして今まで説明してきたヨーガ・ヤッギャーがあり、そしてこれから説明する、

スワッデャーヤ・ギャーナ・ヤッギャー　　　(Svadhyaya-Jnana-Yajna)
があります。

スワッデャーヤは『ヨーガ・スートラ』のニヤマがテーマの時にも出てきて、詳しく説明しました。
『バガヴァッド・ギーター』ではギャーナ・ヤッギャーと合わせたスワッデャーヤ・ギャーナ・ヤッギャーという形で、ヤッギャーのひとつとして書かれています。
スワッデャーヤは勉強のことですが、何を学ぶのかといえば聖典の学習です。
聖典のテーマは真理であり、真理は絶対、無限、永遠、不変で、始まりも終わりもなく、衰えることがありません。
スワッデャーヤは広い意味では聖典の勉強ですが聖典にもいろいろあり、限定的な意味ではヴェーダ、ウパニシャッド、そしてもちろん『バガヴァッド・ギーター』の勉強のことです。
普通の勉強と聖典の勉強では、その学ぶ内容が違います。
通常の勉強は世俗的、一時的、非実在なものについて学びます。
肉体、心、すべての要素、など簡単に言えば物質についての勉強です。

物質の特徴は一時的、有限、相対的であるのに対し、真理は永遠、無限、絶対的です。
学ぶものの内容によって勉強の方法も違います。

通常の勉強の目的は、お金を稼ぐ、名声を得る、生活水準を高める、などであり稀に純粋に知識の追及を目的とすることもあります。
これに対して聖典の勉強の目的は、真理を知りたい、不死になりたい、無知をなくしたい、などです。もちろん聖典の勉強の目的が、お金を稼ぐことである場合もあります。

聖典の解説が上手であれば、セミナーの講師などで収入を得られます。

同じ聖典のヴェーダ、ウパニシャッドが大学でも教えられています。

しかし聖典の本当の目的は真理、本当の知識、すべての束縛からの解放、解脱、です。
ある段階まで通常の勉強も聖典の勉強も、その方法は同じです。

聖典の学習は次のようなステップを取ります。
①何度も繰り返し読んだり聞いたりする

②理解する

③記憶する
④実践する

通常の勉強は①～③までであり、物質的なものの勉強には実践という段階はありません。
普通の勉強は学習者の性質には関係ありませんが、聖典の勉強は学習者の性質を変える可能性があります。そのために実践が必要です。
通常の勉強において「実践する」という言葉は使われません。
もちろん学んだ成果を使うことはありますが、学習の段階として実践するということはありません。これが普通の勉強と聖典の勉強の違いです。

普通の勉強と聖典の勉強(スワッデャーヤ)とでは、学ぶ内容も目的も方法も違います。

私が残念に思うのは、日本の若者は試験をパスした後はシリアス(真面目)な勉強をしなくなることです。

試験まではシリアスな勉強しますが、それにパスすると読むのは雑誌や娯楽本や漫画などであり、インターネットに夢中になったりしています。
そのほとんどが表面的で底の浅い内容のものであり、それでは頭のレベルは上がりません。

大学に合格した後何の勉強もしなければ、40歳、50歳、60歳になっても頭のレベルは20歳の時のままです。少し耳の痛い話かもしれません。
毎日必ず少しの時間でも、真理を含んだシリアスな内容について勉強をしてください。

脳の運動は絶対に必要であり、それが不足することがアルツハイマーの一因でもあります。

記憶力は老化に伴い自然に減退しますが、それに抵抗するためにも頭を使うべきです。

私の話していることは、皆さんの人生に大いに関係があります。

日本の方たちは漫画が好きですが、それを読むことはただの時間つぶしであり、頭のレベルは上がりません。そこにはシリアスな内容は含まれていません。

ヨーガももちろん結構ですが、頭を使うことは皆さんの生活のためにとても大切です。

ヨーガでは頭の筋肉の運動にはなるかもしれませんが、中身である脳の運動にはなりません。

瞑想は脳のためになりますが、それに加えてシリアスな内容について集中して考えることは脳を刺激してくれます。「脳トレ」という言葉もあるそうですね。

どうですか、スワッデャーヤをやる気が起こりましたか？
もちろん聖典も重要ですが、その他にもシリアスな内容の本を読んでください。

それはあなたに頭脳レベルの向上、記憶力の向上というふたつの好ましい結果をもたらします。

もちろん最終的な目的は真理です。

皆さんの良心は眠っているようなものです。

何が道徳的で何が非道徳的なのか、おぼろげなイメージは持っていても、詳しいことは知りません。しかし霊的になりたいなら、この点に関する厳密な理解が必要です。
我々の心をきれいにするため、欠点を直すために、この何が道徳的で何が非道徳的なのかについて、はっきり理解していなければなりません。
そのために聖典を勉強するのであり、聖典を学べば何が良く何が悪いのかがはっきりわかります。『バガヴァッド・ギーター』には何がサットワ・ラジャス・タマスなのか、とても面白くまた実践的に書かれています。
たとえば、「あなたはあなたの友、あなたはあなたの敵」などというフレーズもあります。

他の人があなたの友だったり、あなたの敵だったりするのではありません。

自分の感覚、心をコントロールできたら我々は我々の友であり、それができない場合は我々が我々の敵になります。友も敵も外にいるのではなく、中にいるのです。

そしてそれこそが問題なのであり、自分が自分の敵となったなら、敵が我々から離れることはない、ということになります。
森や洞窟に籠っても、敵も一緒についてきます。場所は関係ありません。
また「最初は甘いが最後は苦いラジャス的な喜び」と「最初は苦いが最後は甘いサットワ的な喜び」との比較もあります。

あるものに最初はとても惹きつけられ大好きだったのに、後になって同じそれが悩みの種になり大嫌いになる、という経験は皆さんにもあると思います。

反対にたとえば毎日の瞑想は最初は薬のように苦く面白くなくても、継続すれば最終的にはあなたの人生にとって大きな助けとなります。
私はこれらを皆『バガヴァッド・ギーター』から引用して話しています。

先ほども言ったように、学ぶこと(スワッデャーヤ)であなたの良心が目覚めます。
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